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東北大学大学院工学研究科 


プレゼンス向上アクションプラン　

第１回ワークショップ

Summary


工学研究科では多様な技術領域の研究者が、様々な問題解決のために世界一線
級の研究を続けている。その根底には技術の進歩は人の幸せにつながるはずだ
という強い信念があり多くの素晴らしい成果があげられている。しかし、グ
ローバルな視点に立ったとき、社会を覆っている問題群は、単なる技術の進歩
だけで解決することが困難であることも明らかになりつつある。このような状
況の中で工学研究科に求められるのは、先端的な研究の先にある魅力的な社会
のビジョンを社会に分かりやすく提示することである。本プロジェクトでは近
年注目されているトランジッションデザインのコンセプトをベースに工学研究
科の未来を考え、そのプロセスを通じてプレゼンスの向上を目指す。

「百年後、その技術はどう記憶されているだろうか？」


